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本
日
午
前
、
本
年
度
２
回

目
の
防
災
避
難
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
午
前
10
時
44
分
に

震
度
６
弱
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
１
の
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
、
生
徒
達
は
、
休

憩
中
の
教
室
、
廊
下
、
ト
イ

レ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
特
別
教

室
等
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

に
避
難
し
、
10
時
35
分
に
プ

ー
ル
横
避
難
場
所
に
全
員
が

避
難
を
完
了
し
ま
し
た
。

休
憩
時
間
中
の
避
難
訓
練

実
施
に
戸
惑
っ
た
生
徒
も
い

た
よ
う
で
す
が
、
避
難
時
の

鉄
則
「
お
・
は
・
し
・
も
」

（
押
さ
な
い
・
走
ら
な
い
・

し
ゃ
べ
ら
な
い
・
も
ど
ら
な

い
）
を
お
お
む
ね
実
践
で
き

て
い
ま
し
た
。

避
難
場
所
集
合
後
、
校
長

先
生
か
ら
の
講
評
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
わ

れ
わ
れ
が
学
ん
だ
津
波
避
難

の
三
原
則
（
「
想
定
に
と
ら

わ
れ
な
い
」
「
最
善
を
尽
く

す
」「
率
先
避
難
す
る
」）
も

紹
介
さ
れ
、
自
助
の
大
切
さ

を
確
認
し
つ
つ
、
改
め
て
全

員
が
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第９回卒業式

冷
え
込
み
が
舞
い
戻
り
つ

つ
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た
３
月

１
日
（
火
）
、
体
育
館
に
て

第
９
回
卒
業
証
書
授
与
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。
新
翔
高
校

第
７
期
生
１
３
０
人
（
男
子

60
人
、
女
子
70
人
）
が
永
石

校
長
よ
り
卒
業
証
書
を
授
与

さ
れ
、
３
年
間
と
も
に
過
ご

し
て
き
た
こ
の
学
舎
を
巣
立

っ
て
行
き
ま
し
た
。
式
で
は

学
校
長
か
ら
の
式
辞
、
教
育

委
員
会
、
育
友
会
は
じ
め
来

賓
の
方
々
の
祝
辞
、
生
徒
会

長
２
年
池
尻
君
の
送
辞
な
ど

を
受
け
、
卒
業
生
代
表
関
口

な
な
こ
さ
ん
が
、
周
り
の
人

達
へ
の
感
謝
を
込
め
て
将
来

に
向
け
歩
み
出
す
決
意
を
答

辞
と
し
て
力
強
く
結
び
ま
し

た
。
ま
た
式
中
、
皆
勤
賞
を

は
じ
め
各
種
表
彰
も
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
壇
上
で
晴

れ
晴
れ
し
く
賞
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

閉
式
後
に
は
恒
例
と
な
っ

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
演

さ
れ
、
卒
業
生
の
新
翔
高
校

で
の
３
年
間
の
思
い
出
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
卒
業
生
、

在
校
生
、
保
護
者
、
教
職
員

が
最
後
の
特
別
な
時
間
を
共

有
し
ま
し
た
。

１
３
０
人
の
卒
業
生
の
み

な
さ
ん
が
こ
の
新
翔
高
校
で

過
ご
し
た
日
々
と
学
ん
だ
こ

と
を
糧
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次

の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
報
告

「
産
業
社
会
と
人
間
」
発
表
会

■代表発表者（実習先〈敬称略〉）

【１組】

後藤海月 （olive）

山本純華 （勝浦認定子ども園）

【２組】

岸谷 澪 （ナリス化粧品デ・アイム）

坂本千賀 （キッチントムトム）

【３組】

左畑有崇 （ホームセンターダイキ）

兼本志絵里 （香梅堂）

伊藤菜那 （三輪崎保育園）

【４組】

岡 大輔 （スーパーセンターオークワ）

後藤 杏実 （レモンの部屋）

【５組】

丸亀弘稀

（航空自衛隊）南 零二（田中建設）

３
月
15
日
（
火
）
、
１
年
生

「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
授
業

で
１
月
に
取
り
組
ん
だ
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
の
ま
と
め
の

学
年
発
表
会
を
キ
ャ
リ
ア
実
習

室
に
て
行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ

ス
代
表
者
計
11
人
が
、
１
月
に

３
日
間
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
職
業
体
験
の
ま
と
め
の

レ
ポ
ー
ト
を
作
文
形
式
で
発

表
。
そ
れ
ぞ
れ
が
体
験
し
学
ん

だ
職
業
の
た
い
へ
ん
さ
、
面
白

さ
、
む
ず
か
し
さ
な
ど
を
11
人

の
発
表
を
通
し
て
学
年
全
体
で

共
有
し
つ
つ
学
習
の
振
り
返
り

と
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

休憩時間中に大地震！
第２回防災避難訓練

３
月
18
日
（
金
）
５
、
６

限
に
１
、
２
年
生
全
員
を
対

象
と
し
た
進
路
説
明
会
を
校

内
各
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

就
職
希
望
者
合
わ
せ
て
１
４

０
人
（
１
年
生
69
人
、
２
年

生
71
人
）
は
体
育
館
と
キ
ャ

リ
ア
実
習
室
両
会
場
で
県
下

５
企
業
、
事
業
所
様
（
ラ
イ

オ
ン
ケ
ミ
カ
ル
（
株
）
様
、

ラ
イ
セ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

様
、
（
株
）
ト
ヨ
タ
自
動
車

様
、
新
宮
信
用
金
庫
様
、
社

会
福
祉
法
人
紀
友
会
特
別
老

人
ホ
ー
ム
日
好
荘
様
）
よ
り

講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
新
翔
高
校
Ｏ
Ｂ
の
方

も
数
名
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
先
輩
の
姿
や
言
葉

を
直
接
身
近
に
感
じ
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。一

方
平
行
し
て
進
学
希
望

生
は
15
会
場
計
26
領
域
の
ブ

ー
ス
に
分
か
れ
、
大
学
・
短

大
や
専
門
学
校
の
講
師
の

方
々
よ
り
小
分
科
会
形
式
で

懇
切
丁
寧
な
説
明
、
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
年
末
が
押
し
迫
っ
た
こ

の
時
期
に
、
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
意
識
を
改
め
て
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
１
年
生
対
象
「
ユ
ネ

ス
コ
講
座
」
を
受
け
て
応
募
し

た
作
文
審
査
で
、
本
校
か
ら
川

上
優
介
君
、
後
藤
杏
実
さ
ん
、

井
筒
幸
菜
さ
ん
の
３
作
品
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
本
日
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
宮
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
代

表
中
谷

剛
さ
ん
、
西
田
晴
胤

さ
ん
、
勢
古
啓
子
さ
ん
の
３
人

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
校
長
室

で
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
文
の

講
評
と
労
い
の
言
葉
も
ご
丁
寧

に
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
当
日
欠
席
だ

っ
た
井
筒
さ
ん
に
は
後
日
校
長

先
生
よ
り
伝
達
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

ユネスコと世界遺産作文審査

それぞれの受賞理由（講評より）

▽川上優介君「講演を聞いて」

ユネスコの理念「心の中に平和の砦を」考えを十分

に受け止めながら、現在の世界の状況や若者の教育環

境に論を進め、祖父の話を想起して、戦争の誤り、平

和の大切さ、勉強ができる喜びを語っている点、最後

に負の遺産に言及している点などが評価されました。

▽後藤杏実さん

戦争が起こるメカニズムを人間の欲望と捉え、その

欲望の生み出す怒りや不満こそが元凶であると論じて

います。そしてそうならないための人々の協力、助け

合い、均衡がユネスコの言う「心の中の平和の砦」だ

と述べています。無知や偏見による戦争を防ぐユネス

コの機関としての重要性についても述べられている点

が評価されました。

▽井筒幸菜さん

ユネスコの主要な活動である世界遺産の保全と継承

の意義を確認しつつ、負の遺産についても考えを及ば

せています。戦争が起こる原因を考えながら、人間に

とっての教育や知識の大切さが述べられています。さ

らに中学校時代の修学旅行で訪れた沖縄でのガマの体

験について触れつつ、いかに平和が必要であるかとい

う平和への強い切望によって文章が貫かれています。

「
知
・
徳
・
体
」
の
成
長
を

平
成
27
年
度
修
了
式

３
月
24
日
（
木
）
、
平
成
27
年
度
修
了
式
を

体
育
館
に
て
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
最
後
の
校

歌
斉
唱
に
続
い
て
、
永
石
校
長
先
生
か
ら
の
式

辞
で
は
、
卒
業
式
に
始
ま
る
年
度
末
の
各
行
事

を
振
り
返
り
つ
つ
、
改
め
て
「『
知
・
徳
・
体
』

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
を
」
、
「
将
来
の
自

立
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
『
現
在
の
熱
い
が

ん
ば
り
』
を
」
と
い
っ
た
年
度
末
の
ま
と
め
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
後
に
は
、

先
月
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
８
位
ま
で
に
入

賞
し
た
男
女
各
８
人
ず
つ
が
校
長
先
生
よ
り
賞

状
と
メ
ダ
ル
、
記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
指
導
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
で
は
春
休
み
の
生

活
の
諸
注
意
に
先
立
ち
、
西
村
部
長
よ
り
、
太

平
洋
戦
争
時
、
特
攻
隊
員
へ
の
そ
の
献
身
ぶ
り

か
ら
「
特
攻
の
母
」
と
呼
ば
れ
た
鳥
濵
ト
メ
さ

ん
の
話
を
引
き
合
い
に
、
学
習
を
積
み
自
分
の

将
来
を
見
据
え
自
分
自
身
を
鍛
え
る
こ
と
の
大

切
さ
が
説
か
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
全
員
が
節
目
の
式
を
通
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
一
年
を
振
り
返
り
つ
つ
、
新
し
い
年
度

に
向
け
て
の
準
備
期
間
に
入
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
も
貴
重
な
意
見
進
路
説
明
会

将来に向け歩む決意将来に向け歩む決意
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